
権利擁護支援ファンドの設置に向けて

社会福祉法人長野県社会福祉協議会

寄付文化の創造モデル事業



あんしん未来創造

センター
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１つの気づきを100の団体に呼びかけ、あんしん未来創造プロ
ジェクトを企画し、課題改善に向けた研究と実践を行う。

その一つひとつのプロジェクトをあんしん未来創造センターが
支えつなげる基盤（プラットフォーム）となる。

あんしん未来創造センター

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

例えば・・・

・ひきこもり

・親なきあと問題

・身寄りなし問題

・退所児童支援

・若年者介護負担

・遠距離介護や看護

・高齢者の移動手段

など

学び



包括的相談支援
プロジェクト
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包括的相談支援

プロジェクト

保証の課題を乗り越え、その後の生活を包

括的に支える

「入居保証・生活支援事業」

「身元保証・就労支援事業」

利用見込み件数 計80件（年間）

長野県あんしん未来創造センター

○弁護士会

○司法書士会

○社会福祉士会

○医療ソーシャルワーカー協会

○介護支援専門員協会

○介護福祉士会 など

関係機関による

【保証問題研究会】

「入居保証・生活支援事業」のフロー

相談者

家主県社協

住居確保後の生活・権利擁護支援

住民どうしのささえあい

福祉教育・地域づくり

市町村

社協

関係機関との連携

包括支援コーディネート

契約

相談

申請

まい

さぽ 支援

コミュニティにおける

ソーシャルワーク



権利擁護支援
体制構築

プロジェクト
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長野県あんしん未来創造センター

権利擁護支援体制構築

プロジェクト

遺贈寄付の受入や分配の仕組みをつくる

「持続可能な権利擁護支援事業」

New

入居保証契約件数（累計）

329件

（令和４年３月31日現在）

うち、利用者が65歳以上の

高齢者世帯

154件（46.8％）

さらに、単身世帯

99件（30.0％）

○「入居保証・生活支援事業」の

利用者からの遺贈寄付の受入れ

○遺贈の受入れのあり方について

研究、検討

○分配の基準づくり

基本、居住用不動産がなく、死亡

時、賃貸物件内の動産は県社協に

贈与。残る金融資産に関する遺贈

寄付の受入れについて検討。

相談者

県社協

市町村

社協

後見受

任法人

一定の基準に基づく分

配

遺贈寄付

日自支援

あんしん未来創造基金

【権利擁護支援ファンド】

入居後の

包括支援

後見業務

民間

企業

地域

住民

寄付



権利擁護支援
ファンド
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民間

寄付金

人材開発・育成（コソ研・長野）

センターをマネジメントをする人材の配置

生活支援
ファンド

参加支援
ファンド 権利擁護支援

ファンド

社会福祉法人

経営者協議会
市町村

社会福祉協議会

あんしん

未来創造

基金

行政・民間

団体他

就労支援
ファンド

社会参加支援

プロジェクト
就労支援

プロジェクト
生活支援

プロジェクト

包括的相談支援

プロジェクト

権利擁護支援
体制構築

プロジェクト

一般

寄付
遺贈

寄付

入居

保証料

テーマ別
プロジェクト テーマ別

プロジェクト


